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Ⅰ はじめに 

 母豚は子豚を離乳すると通常5日前後に発情回帰するが、夏期においては暑熱の影響でス

トレスを受けることで無発情となり、繁殖に供用できなくなる個体が多発する。気温の上

昇と繁殖成績の低下が関係することは飯田ら１）が示しており、母豚の飼養管理における夏

期の暑熱対策は、養豚農家の生産成績向上を考えるうえで重要な課題である。母豚の暑熱

対策として氷解水の体表滴下２,３）や酵素処理レシチン添加飼料給与４）などが行われ、生

産成績改善の可能性が見出されている。本調査では母豚の繁殖性の改善に用いられるホル

モン製剤の投与５）と、繁殖成績との関連が示唆されている蛋白の増給６）として魚粉の給

与を、夏期の離乳母豚に実施して、その改善効果について検討した。 

 

Ⅱ 材料および方法 

１ 供試母豚 

 当所で飼養するバークシャー種及びランドレース種で、7～9 月に離乳したもの延べ 43

頭を用いた。供試母豚の離乳日は分娩から 35 日とした。 

 

 

２ 試験区分 

（１）対照区 

 対照区（以下Ｃ区）には 13 頭用い、通常の飼養管理のみ行い処置は施さなかった。 

 

（２）魚粉給与区 

 魚粉給与区（以下Ｆ区）には 26 頭を用いた。Ｆ区は分娩予定日の 1 か月前から離乳日ま

での期間、給与する種豚用飼料に 3％の魚粉を混和して給与した。使用した魚粉の一般成

分は水分 8.15％、粗蛋白 61.23％、粗灰分 20.74％であった。（写真１） 

 

（３） ホルモン製剤投与区 

 ホルモン製剤投与区（以下Ｈ区）には 4 頭を用いた。Ｈ区は、離乳の 1 日後にウマ絨毛

性性腺刺激ホルモン（eCG）製剤を 1000 単位、3 日後にヒト絨毛性性腺刺激ホルモン（hCG）

製剤 500 単位を筋肉内に投与した。それぞれの試験区におけるスケジュールの概略を図１

に示す。 
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  写真１ 試験に用いた魚粉の外観     図１ 各試験区の処置スケジュール 

 

３ 繁殖成績の評価 

 各区の 6 日以内の発情回帰率、初回人工授精までの平均日数及び離乳後 30 日以内に人工

授精した母豚の受胎率と産子数を調査し、繁殖成績を評価した。また、経済効果について

試算した。 

 

Ⅲ 結果 

 離乳後 6日以内に発情回帰した母豚の割合は、Ｃ区で 1/13（7.7%）、Ｆ区で 12/26（46.2％）、

Ｈ区で 4/4（100%）であった、また、離乳から初回の人工授精までの平均日数はＣ区で 40.6

日、Ｆ区で 29.3 日、Ｈ区で 4.8 日であった。 離乳から 30 日以内の人工授精によって受

胎した母豚の割合はＣ区で 2/13（15.4%）、Ｆ区で 13/26（50%）、Ｈ区で 1/4（25%）であっ

た。平均産子数はＣ区で 3 頭、Ｆ区で 7 頭、Ｈ区で 3 頭であった。6 日以内の発情回帰率

においてＣ区とＦ区、Ｃ区とＨ区に有意な差がみられた(p<0.05)。（表１、図 2） 

 経済効果の試算にあたっては、冬期の初回人工授精までの日数を標準とし暑熱により３

０日延長したと仮定し、各処置により繁殖成績が平常時と同等に改善した場合を想定した。

その結果、暑熱による損失は母豚１頭当たり約 79,305 円で、これに対し魚粉給与とホルモ

ン製剤投与のコストはそれぞれ約 1,648 円、約 850 円であった。（表２） 
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 Ｃ区 
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 Ｈ区 

魚粉給与  
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1 日 3 日  



埼玉県調査研究成績報告書(家畜保健衛生業績発表集録)第 57報(平成 27年度） 

- 114 - 
 

図２ 初回人工授精までの日数比較 

表１ 各区の繁殖成績 

縦列異符号間にカイ二乗検定で有意差あり（p＜0.05） 

 

表 2 暑熱による損失と対策コストの試算 

 

 

 

 

Ⅳ 考察とまとめ 

 夏期に離乳した母豚を用いて暑熱スト

レスによる繁殖成績低下を防ぐ方法を検

討したところ、魚粉の飼料添加による給

与や、ホルモン製剤投与処置による改善

効果が示唆された。 

 Ｆ区の成績からは、魚粉の給与により

発情回帰率及び繁殖供用率の改善、受胎

率と産子数に関して効果的である可能性

が示唆された。Ｈ区の成績からは、ホルモン製剤の投与によって、より強い発情回帰率改

善効果が得られることが示された。しかしホルモン製剤投与単独では受胎率と産子数の改

善には効果が低いか、得られないと考えられる。これらのことからホルモン製剤投与は母

豚の発情徴候発現へ比較的特異に関与し、魚粉の給与は母豚が受胎するのに必要な子宮修

復や生殖機能の改善に役立っている可能性が示唆された。発情誘起と受胎率それぞれ異な

る機序により作用すると考えられるため、魚粉給与とホルモン製剤投与の併用により、繁

殖成績改善効果が期待できると考えられる。 

 
供試数 

（頭） 

6 日以内 

発情回帰率（％） 

初回人工授精までの 

日数（平均±SD） 

離乳後 30 日以内 

受胎率（％） 
平均産子数 

C 区 １３  1/13  ( 7.7)a 40.6±28.4  2/13 (15.4) 3 

F 区 ２６ 12/26  (46.2)b 29.3±37.2 13/26 (50.0) 7 

H 区  ４  4/ 4  (100.0)b 4.8± 0.4  1/ 4 (25.0) 3 

夏期の無発情による損失  魚粉給与コスト  ホルモン製剤投与コスト 

延長した不受胎期間の飼料費 

42.21 円/kg×2 ㎏/日×30 日 

241.6 円/㎏ 

×6.825 ㎏/頭 

eCG 製剤 600 円/頭 

hCG 製剤 250 円/頭 

子豚産生の損失分  

1.9 頭×40,407 円/頭 

約 79,305 円 約 1,648 円 約 850 円 

（
日
） 

※当所での給与量・飼料購入費及び農林水産省発表、 

平成２６年度統計情報の埼玉県における年間平均産

子数及び年間平均取引価格を根拠として試算  
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 これまでに暑熱対策として種々の材料を飼料へ添加し、繁殖成績に及ぼす効果を検討す

る研究が多く行われているが７,８,９）、有効成分やその作用機序はまだあまり明らかにされ

ていない。魚粉の構成成分は原材料となる魚種や製造季節によって変化があるとされてお

り、繁殖成績改善効果を持つ成分のより詳細な調査や給与量の検討が必要と思われる。 

 また、本研究では２種類のホルモン製剤を用いたが、生産現場で活用できるようにホル

モン製剤１種類の１回投与で発情誘起が可能となるような新しい投与プログラムの作成が

望まれる。 

 以上より、今後の課題として、魚粉の投与量や有効成分の検討、ホルモン製剤投与の効

果的かつ簡易な投与プログラムの作成が必要となると考えられる。また、使用できる種雌

豚が夏期離乳のものと限定されるため、さらにデータの蓄積を行い、検討していきたい。 
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